
名勝天龍峡整備計画 
概 要 版 

「名勝天龍峡保存管理計画」に示す名勝天龍峡の適切な保護を確か
なものとしていくため、保存管理・公開活用に関係する地域住民・
団体の代表や専門家、関係行政により組織した名勝天龍峡保護活用
協議会で、この『名勝天龍峡整備計画』を策定しました。 
このパンフレットはその概要を示したもので、名勝天龍峡の管理団
体である飯田市が発行したものです。 

平成24年3月　飯田市・飯田市教育委員会　 



１ 整備の理念

　『天龍峡百年再生』
　天龍峡の個性を掘り起こすと、優れた自然的景観を

指す“自然の美”、人により付加された魅力を指す“人

為の美”、来訪者を迎え入れる場づくりを指す“人心の

美”の“三つの美”が浮かび上がりました。天龍峡で

は、この“三つの美”が実り、世に広く存在感を示し

ていた今から百年前（明治末年から昭和初期）の姿を

理想とした再生に加え、新たな魅力の創生を目指す

『天龍峡百年再生』を理念に取り組みを行います。

２ 整備の基本方針

（１）全体整備方針〔“三つの美”の整備方針〕

　１）“自然の美”整備方針

【指定地北半部】

「岩（奇岩）や崖」、「峡谷を取り囲む森林（植物）」、

「水流（川）」の三要素の理想的なバランスを取り

戻し、天龍峡本来の価値を十全に現していきます。

【指定地南半部及び隣接地】

潜在化している森林の豊かさや独特の渓谷美など

の価値を顕在化し、天龍峡の魅力に新たな要素を

創出していきます。

　２）“人為の美”の整備方針

【十勝・天龍峡碑・石碑】

背景にある歴史や作り手の意図が伝わる工夫を加

えていきます。

【交通】

天竜川下り舟の姿を守るとともに、鉄道（JR飯田

線）の魅力を効果的に活用していきます。

【遊歩道・視点場・公園等】

本来あった魅力を取り戻す整備とともに、古道を

活用した新たな遊歩道の整備により、魅力の創出

につなげていきます。

【天龍峡インターチェンジ周辺】

多様な来訪者を受け入れられる施設の整備を行な

うとともに、名勝天龍峡の中心部とつなぐことで、

天龍峡全体を楽しめるようにしていきます。

　３）“人心の美”の整備方針

天龍峡への愛着と誇りを持ち、来訪者へ心のこ

もった気持ちが伝わる、天龍峡に相応しい雰囲気の

あるまちづくりを進め、来訪者の期待に応えられる

ようにしていきます。

名勝天龍峡整備計画

１ 策定までの経緯

　飯田市では、天龍峡の自然的要因や周辺環境の変化

などから、「名勝天龍峡」を将来にわたって保存継承す

るための指針が必要となったため、保存管理計画を策

定しました。その後、保存管理計画をより確かなもの

にしていくためには、示されている指針を踏まえ、文

化財の適切な保護に向けた具体的かつ計画的な取り組

み手順を示す実施計画が必要になったため、この整備

計画を策定しました。 

２ 計画の大要

　この整備計画では、名勝天龍峡の適切な保護のため

に必要となる整備事業・役割分担・実施時期などを示

すとともに、天龍峡地域のまちづくりへ向けた活動へ

の波及も考慮した計画として策定しています。した

がって、長期的な方針を定めた上で、継続的に行う内

容も含み、主として今後５カ年（概ね平成２５年度を目

途とする）程度の事業内容を明らかにし、展開してい

くために必要な整備の手段を定めています。

Ⅰ

整備の理念・方針Ⅱ

古の天龍峡・龍角峯頂上より



（２）ゾーン別整備方針

１）ゾーン１：指定地北端部から姑射橋

＜整備テーマ＞

●天龍峡を目的地とした来訪者の起終点に相応しい場

　徐々に現れる峡谷の姿を保存し、体感できるように

していくとともに、来訪者を心地よく迎え入れる空間

に相応しい街なみや観賞意欲を高める施設の整備、交

通の安全性・便益性の向上を図り、天龍峡観光を目的

とした来訪者の拠点づくりを目指します。

　２）ゾーン２：天龍峡インターチェンジ周辺

＜整備テーマ＞

●天龍峡を中継地とした来訪者の起終点に相応しい場

　名勝天龍峡への関心を一層高められるように、天龍

峡や周辺地域の魅力を効果的に紹介・案内できる、多

様な来訪者を受け入れられる新たな拠点づくりを目指

します。

　３）ゾーン３：姑射橋からＪＲ鉄橋周辺

＜整備テーマ＞

●急峻な峡谷が体感できる場

　集中している本質的価値の適切な保存管

理を行うとともに、遊歩道や視点場の整備、

眺望や風致景観への障害を解消し、川岸か

ら高所までの高低差を活かし、迫力のある

風致景観を立体的に体感できる整備を目指

します。

４）ゾーン４：天龍峡第一・二・三公園、

今村公園、天龍峡公園

＜整備テーマ＞

●自然に親しみ人々が交流できる場

　観光地に相応しい公園として、古くから

人の手が加えられ愛されてきた歴史的背景

を踏まえ適切な保存管理を行うとともに、

先人の想いを引き継ぎ、多くの来訪者が公

園へ集い・憩い、自然や人と交流のできる

場づくりを目指します。

５）ゾーン５：天竜川右岸ＪＲ鉄橋周辺

から指定地南端の高台

＜整備テーマ＞

●里山の心地良さを体感できる場

　現在、人々の関心が希薄になり、潜在化

している里山、富士講、お藤山道などの魅

力の顕在化に向けた適切な保存管理を行う

とともに、古道を活かし里山の魅力が体感

できる整備を目指します。

６）ゾーン６：天竜川左岸今村公園周辺からＪＲ千

代駅周辺

＜整備テーマ＞

●森と川を古道でめぐる場

　現在、利用されないことで潜在化している龍東古道

を活かし、多様な植物の観察や河川（水場）への親し

み、鉄道や川下り舟の姿が溶け込む風景や渓谷の眺望

が楽しめる新たな天龍峡の魅力が体感できる整備を目

指します。

７）ゾーン７：天竜川右岸ＪＲ鉄橋周辺から指定地

南端の中腹部

＜整備テーマ＞

●背景として相応しい場

　重要な視点場である龍角峯頂上展望台や川下り舟、

対岸に残存する古道からの眺望の背景として相応しい

適切な保存管理を目指します。



事業計画

１　地区区分に関係する事業計画

（１）奇岩等保存事業（ゾーン１，３，４，５）

○支障木竹等の管理、解説看板の設置など

（２）アカマツ林保護対策事業（ゾーン３，４，５，７）

○アカマツ林に支障を

来たす樹木等の管理、

松枯れ防止対策など

（３）植栽林等管理事業（ゾーン１，３，７）

○風致景観、眺望に支障を来たす植栽林等の管理な

ど

（４）森林管理整備事業（ゾーン５）

○里山に支障を来たす樹木の管理、案内看板・立入

防止柵の設置など

（５）希少植物等保護対策事業（ゾーン１，３，４，５，６，７）

○希少植物の保護、表示板の設置など

（６）天龍峡十勝等保存事業

　　（ゾーン１，３，４）

○解説看板の設置、保護に関

する調査研究など

（７）街なみ環境整備事業

　　（ゾーン１）

○街なみ修景、調査研究など

（８）天龍峡周辺車両動線整備事業（ゾーン１，２）

○アクセス道路・路面の整備、総合案内・車両誘導

看板の設置など

（９）ガイダンス施設整備事業（ゾーン１）

○ガイダンス施設・機能

の整備など

（１０）インフォメーション施設等整備事業（ゾーン２）

○インフォメーション施設や機能・交流スペース・

便益施設の整備など

（１１）遊歩道（古道）等整備事業（ゾーン１，２，３，５，６）

○遊歩道・河原降口・

休憩施設等の整備、

誘導案内看板の設置

など

（１２）公園整備事業（ゾーン１，４）

○園路・多目的広場・視点場等の整備、総合案内・

誘導案内看板の設置、公園樹木の管理、工作物の

修景など

２　対象区域全体に関係する事業計画

（１）河川環境維持管理事業

○水位及び水質の定期的な調査研究など

（２）遊歩道（古道）等整備事業

○三遠南信自動車道天龍峡大

橋（仮称）への遊歩道・視

点場等の整備、誘導案内看

板の設置など

（３）天竜川下り舟・

　　 船着場調査研究事業

○天竜川下り舟の保存・継承

に向けた調査研究など

（４）普及啓発事業

○案内ガイドの養成、

パンフレット・マッ

プ・ホームページの

製作、学習会・伝承

活動等への支援など

（５）安全管理事業

○安全点検の実施、危険情報の提供など

（６）周辺施設連携事業

○周辺施設連携企画・イベント等への支援・協力

Ⅲ

＊各事業計画の詳細（工程計画など）については、「名勝天龍峡整備計画」で定めてあります。

＊事業計画の実施にあたっては、専門家等により組織した専門委員会や法令により関係する行政機関等と十分

に検討、協議、調整の後、判断していきます。



１　名勝天龍峡保護活用協議会

保存管理計画の適切な運用について協議を行ってい

きます。整備計画に示されている事業実施にあたって

は、専門家などにより構成された専門委員会等を組織

し、事業計画の詳細事項等について各専門的見地から

検討します。

２　名勝天龍峡保護活用検討委員会

整備計画に示されている事業計画の確実な実施、施

設等の適切な維持管理など、事業の企画立案を行う過

程で関係する行政相互の情報共有、連絡調整や連携を

緊密に行います。

３　飯田市

整備計画に定めた各事業の計画的な実施に努めてい

きます。また、実施にあたっては保護活用協議会（専

門委員会等）の検討を踏まえ事業着手していくととも

に、整備後の活用の促進と風致景観の保全、適切な維

持管理を図っていきます。

４　飯田市教育委員会

保存管理計画に基づいた文化財の適切な保存管理に

努めるとともに、整備計画に基づき実施する事業計画

を文化財保護の観点から調査、点検していきます。ま

た、名勝天龍峡における継続的な調査研究を行ってい

きます。 

５　地元組織等

地元組織等は整備計画に基づく整備事業の推進に向

け、地元住民が天龍峡へ愛着と誇りを持った地域づく

りの取り組みを進めていきます。

指導・助言 
文化庁・長野県教育委員会・長野県（下伊那地方事務所） 

専門的見地からの判断 

方針の決定 
【名勝天龍峡保護活用協議会】 

【専門委員会】 

方針の具体化 
【名勝天龍峡保護活用検討委員会】 

連携組織 

委　員 
●龍江地域づくり委員会代表 
●川路まちづくり委員会代表 
●千代地区まちづくり委員会代表 
●学識経験者 
 （保存管理計画策定委員を含む） 
●観光団体代表・国・県・市 
 
事務局 
●飯田市教育委員会・飯田市 

●龍江地域づくり委員会 

●川路まちづくり委員会 

●千代地区まちづくり委員会 

●関連団体等（観光協会等） 

構　成 
●学識経験者 

事務局 
●飯田市教育委員会・飯田市 

構　成 
●関連行政機関（国・県・市） 

事務局 
●飯田市教育委員会・飯田市 

連携 
・ 
協働 

指導・助言 

提案 
・ 
調整 

提案 
・ 
調整 

事業推進体制Ⅳ

事業の実施に向けてⅤ
整備計画の実施に向けては、名勝天龍峡の管理団体

である飯田市をはじめ、市民・関係団体、関係行政等

が計画を共有し、歩調を合わせながら推進していく必

要があります。ついては、事業内容の実現性や質を高

めつつ共有が図られるよう関係方面に対し周知徹底し

ていきます。

また、事業計画の実施に向けては、詳しい現状調査

が必要となります。的確な手法のもとに調査研究等を

実施し、その結果を踏まえた効果的な整備事業が実施

できるよう努めていきます。

おわりに
「名勝天龍峡整備計画」が策定されたことにより、名

勝天龍峡の保存管理が適切に図られ、優れた文化財と

しての活用の幅が広がることと思います。

この整備計画に示された内容は、天龍峡の優れた価

値や魅力を将来へ確実に引継ぎ、伝えていくために必

要な整備の基本的な手順を整理したものです。したが

いまして、今後、整備の実施段階に進むにあたっては、

一層踏み込んだ具体的な計画の検討をしていく必要が

あります。

今後ともご支援、ご協力いただけますようにお願い

申し上げます。



■概要版の内容及び計画に関するご質問等は

　下記へご連絡ください

飯田市産業経済部観光課（天龍峡事務所）
　〒399-2431　長野県飯田市川路4992番地1

　ＴＥＬ／ＦＡＸ：0265－27－4011

資料編
百年前頃の天龍峡の主だった動き

弘化４年（１８４７）  阪  谷  朗  廬 、「天龍峡」命名。（同年４月２９日）
さか たに ろう ろ

明治１０年（１８７７） 「大田橋」別名「千歳橋」（初代「 姑  射  橋 」）架橋。
こ や きょう

 ※天龍峡十勝選定後は「姑射橋」との名称が定着。

明治１３年（１８８０） 阪谷朗廬、「遊天龍峡記」を発表。

明治１５年（１８８２）  日下部鳴鶴 、「天龍峡十勝」選定。
くさかべめいかく

明治１６年（１８８３） 「天龍峡十勝磨崖之碑」（天龍峡十勝岩彫り）完成。

明治２６年（１８９３） 「天龍川通船組合」（時又港）で創業。

明治３８年（１９０５） 二代目「姑射橋」（二代目「大田橋」）架橋。

明治４１年（１９０８） 「日本避暑地投票」（日本新聞社主催）で天龍峡が三避暑地の一つに当選。

 川路村有志の「天龍峡保勝会」発足。

 「天龍峡公園」（現天龍峡第一・二・三公園）が天龍峡保勝会により開園。

明治４３年（１９１０） 「龍峡亭」創業。

大正元年（１９１２） 英国コンノート殿下が来峡。

大正４年（１９１５） 「天龍峡碑」が現在の金比羅山（現天龍峡第二公園）

 頂上に建立。

大正５年（１９１６） 「日本新十景投票」（実業日本社主催）で天龍峡が当選。

大正１０年（１９２１） 「天龍峡焼」開窯。

大正１１年（１９２２） 「今村公園」開園。

大正１３年（１９２４） 「仙峡閣」創業。

 「龍江村天龍峡勝地保存会」設立。

昭和２年（１９２７） 「日本新八景渓谷の部投票」（大阪毎日新聞社・東京日日新聞社

 主催）で天龍峡が第１位。二十五勝の一つに選出。

 「伊那電気鉄道」（天龍峡駅～辰野駅）開通。

昭和３年（１９２８） 皇太后太夫人子爵が来峡。

 「彩雲閣天龍峡ホテル」創業。

 「龍峡小唄」誕生。発表披露会の開催。

昭和７年（１９３２） 三代目「姑射橋」架橋。

 「三信鉄道」（天龍峡駅～ 門島 駅間）開通。
かどしま

 「龍江村天龍峡保勝会」設立。

昭和９年（１９３４） 国名勝指定。（同年１月２２日）

 「天龍峡保勝会」設立。

二代目「姑射橋」架橋

「日本新八景」葉書投票
消印葉書96,356枚

（S2.5.20 龍江郵便局）

三代目「姑射橋」と帆掛け舟

「龍峡小唄」発表披露会
3,000人以上が詰掛ける

（S3.11.6 天龍峡ホテル前広場）


